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148　　　骨への99・Tc－MDPの集積特性について

若尾博美、岡本弥生（神歯大　放）

　1973年にSubramanianらにより開発された99mTc－MDPは

骨との親和性と特異性が高く骨機能検査には欠くことの

できない放射性医薬品として汎用されている。我々はこ

れまでに99”Tc－MDPの骨への集積のほとんどはハイドロ

キシアパタイト（HA）への化学的吸着によるものであり、

骨芽細胞やコラーゲンへの集積はほとんど見られないこ

と、そしてこの吸着はpHやMDPまたはピロリン酸のよう

なニリン酸イオンの共存と、HAの主にリン酸部分の化学

的形状によって大きく影響されることを報告してきた。

今回は以上の結果をもとにin　vivoにおいて骨に取り込

まれた99mTc－MDPをin　vitroにてHAや骨片に吸着したも

のと比較検討した。その結果、いずれの場合も可逆的な

弱い吸着と不可逆的な強い吸着が認められた。その他、

若干の知見が得られたので報告する。

149　　　99・Tc－MDPのミニカラムを用いた迅速分析

岡本弥生，若尾博美（神歯大放）

　骨シンチグラフィにおける99mTc－MDPの骨集積のメカニ

ズムは、未だに未解明の部分が多く、現行の手法以外の

角度からの観察も必要とされている。昨年、我々は、ミ

ニカラムを用いた99mTc－MDPの分析法を検討し、製剤の純

度分析のほか、生体試料を用いた分析にも応用できるこ

とを報告した。　今回、我々は、99”Tc　MDPの体内におけ

る挙動を解析するため、動物に99mTc　MDPを投与し、その

血液および尿をミニカラムを用いて分析した。その結果、

99mTc　MDPは、　in　vitroにおいては血清および尿中にお

いて比較的安定であったが、in　vivoにおいてはなんら

かの作用を受け、変化していく様子が経時的に観察され

た。また、この変化は、骨シンチグラムの経時的変化に

も対応していることが確認された。
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